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小学校における情報モラルに関する実態調査と

情報モラルの育成について 
埴岡 靖司＊１ 

—————————————————————————————————————————————— 
＊１ HANIOKA Yasushi： 山県市立富岡小学校（〒501-2104 山県市東深瀬 30） 

情報モラルの指導と言っても関連する分野は多岐にわたる。また，児童の意識調査を進めるに

も，調査項目の設定にもまだまだ分からないことが多い。本実践では，情報モラルにかかわるさ

まざまな項目を考えて実際に調査することで，小学校における情報モラルに関する調査項目の一

例を示す。 

＜キーワード＞ 情報モラル，ネットワーク，特別活動，小学校

１. はじめに 

「先生，インターネットを使って今日のニュース

を調べていいですか。」という会話は、教室で日々

響き渡る児童からの確認である。 

児童を取り巻く情報環境は日々進化している。

しかし，最新の情報環境の中で情報モラルに関

わって児童の心が育っていないと，児童はいつ危

険な目に遭うのか分からない。また，知らず知ら

ずに加害者になるかもしれない。冒頭の会話のよ

うに，確認することが一つの約束として育つこと

が大切である。そこで，児童の情報モラルやルー

ル・マナーに対する意識や実態を明らかにし，情

報モラルの育成に関わるカリキュラムを作成した

いと考えた。しかし，まだまだ研究が始まったば

かりの分野であるため，児童の実態をつかむため

の調査項目設定や児童の実態が明らかになってい

ない。 

２. 研究について 

本研究を通して，情報モラルに関わって次のこ

とを明らかにしようと考えた。 

・情報に対する児童の実態を知る質問項目を明

らかにする。 

・小学校の実態を明らかにする。 

本校は２００４年２月にコンピュータが更新さ

れた。その折りに，岐阜県情報スーパーハイウェ

イに接続しブロードバンド環境となった。４０台

のコンピュータがあるコンピュータ室１つと，各

教室に１台のコンピュータがある。今回，調査を

行った学級は，小学校 5 年生 1 学級（男子１８名

女子１７名 計３５名）である。 

３. 意識調査 

（１）情報に対する児童の実態を知る質問項目につ

いて 

情報モラルに関わる実態調査項目を９点とした。 

①IT 機器所有，活用の実態 

②IT 機器への意識 

③人間関係構築の実態（聞く，話す，書く） 

④ニュースソース 

⑤コンピュータの普及への意識 

⑥価値判断 

⑦メディアと表現 

⑧メディアと伝達 

⑨コミュニケーション 
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はい いいえ 無回答

1 ①携帯電話で，電話をしたことがありますか。 33 2 0

2
②携帯電話で，電子メールを送ったことがあ
りますか。

19 16 0

3
③携帯電話で，ゲームをしたことがあります
か。

27 8 0

4
④携帯電話で，ホームページを見たことがあ
りますか。

8 27 0

5 ⑤自分の携帯電話をもっていますか。 3 32 0

6
⑥コンピュータで，電子メールを送ったことが
ありますか。

4 31 0

7
⑦コンピュータで，ゲームをしたことがありま
すか。

32 3 0

8
⑧コンピュータで，ホームページを見たことが
ありますか。

35 0 0

9 ⑨自分のコンピュータをもっていますか。 3 32 0

10
⑩自分専用のホームページをもっています
か

1 34 0

11 ⑪自分専用のホームページがほしいですか。 7 28 0

１．携帯電
話、コン
ピュータにつ
いて聞きま
す。

 これらの項目を細分化して６６の質問項目を設

定し、調査を行った。 

（２）児童の実態について 

調査時期：２００５年１月２７日 

１） IT機器所有，活用の実態について 

 携帯電話ではメール，コンピュータでは Web 閲

覧と機器によって回答に差が見られた。共通して

いることはゲームをすることである。また，多く

の児童は自分のコンピュータ，携帯電話を所有し

ていない。 

２） IT機器への意識 

 見覚えのないメールは無視すると答えた児童は

１００％である。携帯電話使用は迷惑にならなけ

れば使ってもよいと考えている。インターネット

はすぐ調べられることが便利であるが，デマやう

そが多いと考えている児童が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） ニュースソース 

 テレビ，新聞でニュースを得ることが多い。 

 

４）メディアと表現 

 家庭でコンピュータを活用する時間は１時間前

後であり，多くは大人がいないところで，約束も

なく使っている。 

 

 

 

 

 

５）コミュニケーション 

児童の多くは，電話で連絡を取り合い，相手が

読みやすいように文章を書こうとしている。 

 

 

４．おわりに 

小学校段階では児童の周りの大人の言動が、児

童の意識や態度に影響を及ぼすことがわかった。

「見覚えのない人からあなたの携帯電話にメール

が来て，返事がほしいと書いてありました。あな

たはどうしますか。」という問いに対して，「無視

する」と答えた児童が１００%であるのは，担任

が普段から誰だかわからない人からのメールは無

視するように話しているからだと推測できる。と

考えると，児童には適切な時期に適切な指導を行

うことが望ましい。どんな内容をいつ指導するの

かを明らかにするために今回の実態調査が必要で

ある。今回のアンケート分析から小学校中学年対

象の質問事項を確定できた。今後、多くの学校で

アンケートを行い，今、小学校で抱える問題を明

らかにしていきたい。 

だめだ
迷惑にな
らなけれ
ばよい

特に気に
しない

①電車やバスの中で他の人の携帯電話が鳴
り，その人が話をはじめました。あなたはどう
思いますか。

14 15 6

②電車やバスの中で他の人が携帯電話を使
い，その人がメールをうちはじめました。あな
たはどう思いますか。

8 16 11

すぐに返
信する

無視する

③見覚えのない人からあなたの携帯電話に
メールが来て，返事がほしいと書いてありまし
た。あなたはどうしますか。

0 35

２．携帯電
話、コン
ピュータ、イ
ンターネット
がある生活
について聞
きます。

テレビ 新聞 インターネット 人の話 ラジオ 無記入

21 15 3 3 1 1

ニュースを主にどのような方法
で得ていますか。

父 母 兄弟 いない コンピュータがない

8 14 6 12 4

ある ない コンピュータがない

5 26 4

家でコンピュータを使うとき、そ
ばに誰かいますか。

家でコンピュータを使うときの約
束はありますか。

家でコンピュータを使う目的は何
ですか。 絵を描く・作品作り２ 算数学習１

勝手にダウン
ロードしない

情報収集９ ゲーム７ 学習のための資料収集６ 学習・勉強３

学習のための資料作成１ カラー印刷１
パソコンでのビデオ視聴
宿題を調べる

キーボード練習２

分からないこ
とは聞いてか
らやる

よく分からな
い時は使わな
い

危険なページ
はやらない
有料サイト

悪いサイトは
見ない

０分～１０分１０分～３０ ３０分～６０ １時間から１１時間３０分２時間以上 無記入

5 10 13 2 0 1 4

朝 業間 昼休み 放課後 授業中
17 5 11 5 32

あなたは家で１日平均どれくら
いの時間コンピュータを使ってい
ますか。

学校では，どの時間にコン
ピュータを使いますか。

はい いいえ 無回答
 ⑩家でコンピュータを使う場所は、明るい部
屋ですか。

30 1 4

⑪家でコンピュータを使うとき、画面から３０ｃ
ｍ以上はなしていますか。 29 3 3

④インターネットを使っていて，
便利だと思うことは何ですか。

⑤反対にインターネットを使って
いて不便だと思うことは何です
か。

国語辞典で打てばすぐ使
える　２

文化 漢字が調べられ
る　１

素早く情報が入る 具体
的な情報がわかる 自分
のほしい情報が手に入る

いろいろなものの情報を
見る

算数のページで学習する
漢字や計算の練習ができ
る

すぐに調べることができ
る　１１

分からないことを教えて
くれる　４

自分の知りたい情報を検
索して多く手に入れるこ
とができる　３

字を書かないから便利
くわしく出ているからわ
かりやすい

何かにつながる やばい
こと

本などが買える

うそがある・デマが多
い，１４

犯罪につながる５ こわれやすい
知らない人がメールなど
で入ってくるから

お金がかかる

悪いことがある　こわい
自分の知りたい情報がな
いときがある

漢字変換 読み方が同じ
漢字がたくさん出ること

悪いことにつながりそう
意味が分からないときが
ある

電話 手紙 ファックス 電子メール ビデオ 直接会う

30 9 2 4 0 11

まとめがわか
るように書く
（主題）

読む人が読
みやすいよう
に書く

根拠をはっき
りして書く

話の順序を考
えて書く

絵・図・表を
使ってわかり
やすくして書く

その他

10 27 4 8 7 0

知らせたいことがあるとき，あな
たは主にどのような方法で伝え
ていますか。

あなたは，文章を書くときにはど
のようなことに気をつけています
か。


